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い
ま
す
。

事
業
費
に
投
資
し
た
額
は
、

一
四
、

八

五
六
千
円
で
予
算
全
体
の
二
三
％
て

あ
り
、
こ
の
う
ち

一
般
財
源
は
四
、
五

五

一
千
円
投
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
年
に
住
民
が
直
接
納
め

た
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
の
合
計
が
三
、
七
九
五
千
円
と
な

っ

て
い
る
の
で
、
住
民
が
納
め
た
税
金
以

上
に
、
住
民
に
選

万
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

な
お
、
三
十
七
年
度
に
実
施
し
た
主

な
事
業
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
単
位
千
円
）

・
牧
野
改
良
事
業
　
　
　
一
、

一
五
六

・
前
潟
開
発
事
業
　
　
　
一
、

一
六
三

・
漁
業
構
造
改
善
事
業
　
　
　
九
八
八

・
現
産
振
事
業
　
　
　
　
　
　
一ハ
〇
六

・
村
道
改
良
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

・
農
業
振
興
事
業
　
　
　
一
、
六

一
五

・
消
防
施
設
事
業
　
　
　
一
一、
三
四
三

・
部
分
林
造
成
事
業
　
　
一
、
三
七
〇

・
漁
港
災
害
復
旧
事
業
　
一二
、
三
四
四

・
十
三
橋
管
理
事
業
　
　
　
　
四
〇
〇

村
の
行
政
が
う
ま
く
い

っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
み
る
に
は
、
そ
の
村
の
決
算

を
み
れ
ば

一
番
よ
く
わ
か
る
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

市
浦
村
も
昭
和
三
十
四
年
度
赤
字
再

建
団
体
に
転
落
し
て
以
来
、
毎
年
健
全

化
の
方
向
を
た
と

っ
て
き
ま
し
た

特
に
昭
和
三
十
四
、
五
年
か
ら
国
の

経
済
成
長
率
の
異
常
な
伸
び
に
影
響
さ

れ
、

一
般
財
源
が
予
想
以
上
に
伸
び
た

の
も
幸
い
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
度
の
決
算
規
模
は
、

歳
入
で
五
三
、
七
四

一
千
円
、
歳
出
て

は
六
四
、
三
七

一
千
円
と
な

っ
て
お
り

差
し
引
き
で
は

一
〇
、
大
三
〇
千
円
の

赤
字
と
な

っ
て
い
る
が
、
前
年
度
ま
で

の
累
積
赤
字
が

一
三
、
四
八
七
千
円
あ

る
の
で
三
十
七
年
度
半
年
度
で
二
、
八

よ

く

な

っ
た

村

の
政

財

三

三

〇

万

円

の

黒

字

数

日

帯

　

男

女

世

人

か

ら

同降
規
酬
∃

五
七
千
円
の
黒
字
と
な
り
、
こ
れ
に
財

一
昨
年
も
植
樹
祭
を
行
な
い
、
ど

こ
の
山
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四
五
〇

一
五
〇

三
〇

一
一
四

続
き
上
の
不
備
等
い
ろ
い
る
の
原
因
が

あ
り
ま
す
。
国
民
か
ら
役
所

へ
役
所
か

ら
国
民
へ
、
そ
の
媒
体
と
な

っ
て
あ

っ

せ
ん
し
て
い
る
の
が
行
政
監
察
局
て
、

十
分
養
う
た
め
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
て
下
さ
い
。

●

ク
小
さ
な
防
火
運
動
″
で
す
が
、

こ
れ
は
別
に
勇
気
も
、
工
夫
も
必
要
と

し
ま
せ
ん
。
な
ん
の
気
な
し
に
す
て
た

マ
ッ
チ
の
燃
え
さ
し
や
、
タ
バ
コ
の
す

い
が
ら
が
も
と
で
大
火
に
な

っ
た
例
も

あ
り
ま
す
。
身
近

な
防
火

こ
そ
大
切
て

す
。
く
わ
え
タ
バ

コ
や
歩
き
な
が
ら
の

タ
バ
コ
は
な
る
べ
く
や
め
る
よ
う
に
つ

●
火
災
に
よ
る
死
傷
者
が
あ
と
を
た

ち
ま
せ
ん
。
焼
け
あ
と
で
か
わ
り
は
て

た
姿
に
す
が

っ
て
泣
く
よ
り
も
避
難
器

具
を
そ
な
え
、
点
検
し
、
か
な
ら
ず
非

常
口
を
つ
く

っ
て
万

一
に
そ
な
え
ま
し

●
山
火
事
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
ぅ
。

山
火
事
に
な
る
と
消
火
は
容
易
で
な
い

ば
か
り
か
、
莫
大
な
損
害
を
受
け
ま
す

近
い
将
来
さ
ら
に
予
算
を
増
額
す
る
考

え
で
あ
り
ま
す
。
三
十
九
年
度
は
教
育

の
施
設
、
整
備
に
重
点
を
お
い
た
が
、

四
十
年
度
以
降
は
十
三
潟
の
総
合
開
発

を
含
め
た
晨
、
漁
業
の
生
産
基
盤
の
育

成
に
努
力
す
る
考
え
で
あ
る
。

昭
和
三
十
四
年
財
政
再
建
当
時
二
、

三
〇
〇
万
円
あ

っ
た
赤
字
額
が
、
そ
の

後
健
全
財
政
の
運
用
に
努
め
た
結
果
、

昭
和
三
十
八
年
度
末
で
六
八
〇
万
円
に

一
村
民
の
健
康
管
理
に
役
立
た
せ
る
た

め
、
患
者
輸
送
車
を
発
注
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
届
き
ま
し
た
。
価
格

は
百
四
十
万
円
で
す
。

急
な
病
人
が
で
た
と
き
は
、
相
内
診

療
所

（
電
話
九
番
）
へ
連
絡
し
て
下
さ

な
お
、
車
の
使
用
料
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
脇

万
、
十
三
、
太
田
、
橋
川
各
地

区
＝
二
百
円
▽
相
内
地
区
＝
百
円
▽
村

外
＝

一
言
四
十
円

（
一
区
間
）

【
写
真
は
患
者
輸
送
車
】
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国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
や
す
く

す
る
た
め
に
昨
年
、
相
内
地
区
に
九
つ

の
年
金
保
険
料
の
納
入
組
合
が
で
き
、

大
変
よ
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
が
、

一脇

死
地
区

（磯
松
も
ふ
く
む
）
で
も
婦

人
会
が
年
金
の
保
険
料
を
徴
収
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

組
織
は
、
行
政
連
絡
員
に
よ
る
二
十

三
班

（磯
松
八
班
）
で
、
納
入
組
合
の

徴
収
員
が
毎
月
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す

訪
間
す
る
日
は
、
毎
月
二
十
日
か
ら
二

十
五
日
ま
で
で
す
、
よ
ろ
し
く
む
協
力

下
さ
い
。

教
育
施
設
に
力
を
入
れ
る

三
十

九
年
度

の
予
算

社
会
保
障
の

制
度
が
、
ゆ
り

か
こ
か
ら
基
場

ま
で
と
す
る
な

ら
、
役
場
の
仕

事

は

ウ

ー

ム

（手
宮
）
か
ら

ト
ウ
ー
ム

（基

）
ま
で
で
あ
ろ

う
と
思
う
。

い
わ
ゆ
る
、

ゆ
り
か
こ
の
前

か
ら
基
地
の
後

ま
で
幅
の
広
い

仕
事
を
し
て
い

こ
う
し
た
点
で

は
役
場
は
人
生

の
百
貨
店
と
も

い
う
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
る
と
思

そ
こ
で
私
た
ち

（
職
員
）
は
お
客
様

で
あ
る
住
民
に
安
く
良
い
物
を
誠
意
を

も

っ
て
奉
仕
し
、
皆
様
の
生
活
の
お
役

に
た
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
が
、
新
し
く
改
装
な

っ
た
店
内

（
昭
和
三
十
九
年
度
）
に
陳
例
し
て
い

る
商
品

（主
な
る
事
業
）
の
こ
案
内
を

申
し
上
げ
ま
す
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

◎
総
合
特
売
場

（
共
通
事
項
）

（単
位
千
円
）

一
、
造
林
事
業

（相
内
山
、
磯
松
山
）

一
、
大
八
四

一
、
農
業
振
興
事
業

（放
牧
、
催
芽
）

一
、
八
六
〇

五
〇
坪
）
　
　
　
　
　
五
、
七
〇
〇

一
、
太
田
道
路
改
良
事
業

一
、
五
〇
〇

一
、
太
田
、
桂
川
貯
水
池
　
　
一
一五
〇

一
、
太
田
小
学
校
給
食
施
設
事
業大

〇
〇

一
、
村
道
改
良

（相
内
～
桂
川
）
　

　

　

一
一
一
七

（
鏡

～
杏

υ

　

　

　

一
六
八

一
、
相
内
小
学
校
宿
直
室
新
築
一一ス

八

一
、
相
内
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備一

〇
〇

一
、
相
内
中
学
校
屋
根
ト
タ
ン
葦一一一

一
一
一

◎
脇
元
コ
ー
ナ
ー

一
、
簡
易
火
葬
場
建
設
　
　
　
四
五
〇

一
、
公
民
館
建
設
事
業
　
　
　
四
五
〇

一
、
脇
元
漁
港
災
害
復
旧
事
業

一
、
七

一
四

一
、
一邸
死
小
学
校
児
童
玄
関
防
風
雪
棚

七
〇

一
、

一脇

万
中
学
校
ト
タ
ン
葦
　
一
二
ハ
〇

一
、
脇
元
中
学
校
々
庭
整
備

　

一
〇
〇

♀

詈

タ

ー

一
、
火
葬
場
建
設
事
業

一
、
仲
街
道
払
幅
事
業

一
、
消
火
用
引
水
施
設

一
、
村
道
補
修

（十
三
～
相
内
）

一
、
十
三
小
学
校
南
側
二
重
窓
取
付

一
一
〇

一
、
　

夕
　
体
操
場
床
張
替

　

一
六
〇

一
、
　

″
　
校
庭
整
備
　
　
　
一
〇
〇

生
ま
れ
た
時
の
出
生
属
け
か
ら
死
亡
　
の
機
関
を
重
視
し
て
、
行
政
の
民
主
化

属
け
の
最
後
ま
で
、
私
ど
も
の
一
生
は
　
を
よ
り
民
主
的
に
飛
躍
さ
せ
て
お
り
ま

役
所
と
無
関
係
に
過
こ
す
こ
と
は
で
き
　

，
。
本
県
の
場
合
も
、
知
事
さ
ん
の
深

ま
せ
ん
。
日
常
の
生
活
す
べ
て
役
所
の
　
い
理
解
と
協
力
で
毎
月
県
庁
各
部
課
と

関
係
の
下
に
維
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
．
　
監
察
局
の
連
絡
会
議
を
持
ち
、
許
、
認

し
た
が
っ
て
、
時
に
は
役
所
の
や
り
　
可
事
務
や
、
わ
れ
わ
れ
行
政
相
談
委
員

方
に
苦
情
を
持
つ
こ

と
も
生
し
ま
す
。
こ

の
場
合
、
役
所
側
に

原
因
の
あ
る
と
き
と

私
ど
も
国
民
の
法
令

の
不
知
、
誤
解
、
手

ら
れ
ぬ
迅
速
化
を
期
し
て
お
い
ま
す
。

昨
年
度
私
は
皆
さ
ん
の
相
談

一
五
〇

余
り
あ

っ
せ
ん
し
ま
し
た
が
、
本
村
ば

か
り
で
な
く
小
泊
、
中
里
の
隣
接
か
ら

青
森
市
、
東
京
都
等
の
遠
隔
地
か
ら
で

も
相
談
を
受
け
お
世
話
い
た
し
ま
し
た

本
年
度
も
ま
た
、

村
長
さ
ん
の
こ
推
薦

を
い
た
だ
き
引
き
続

き
担
当
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
と
う

ぞ
お
気
軽
に
こ
利
用

か
ら
受
け
取

っ
た
監
察
局
の
あ

っ
せ
ん
　
下
さ
い
。

事
例
に
対
し
、
二
十
日
以
内
に
解
決
的

　
　

『
笑
顔
で
応
待
明
る
い
行
政
、
小
さ

回
答
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
む
　
な
親
切
大
き
な
奉
仕
』
こ
の
標
語
の
も

ず
か
し
い
事
例
で
二
十
日
以
上
に
わ
た
　
と
に
、
行
政
管
理
庁
で
は
各
宮
庁
の
親

る
よ
う
な
時
は
、
二
十
日
目
に
中
間
回
　
切
運
動
を
羅
一進
し
て
お
り
ま
す
。

答
を
出
し
そ
の
見
通
し
を
付
言
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
に
見

⊂
凩
虔

今
年
は
昨
年
以
上
に
不
順
な
天
侯
が

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
安
定
し
た

収
穫
が
で
き
る
よ
う
に
、
品
種
、
施
肥

量
等
を
再
検
討
し
冷
害
対
策
に
努
め
ま

そ
の
た
め
に
は
畑
苗
代
の
実
施
に
よ

る
健
苗
育
成
が
基
本
で
あ
り
ま
す
の
で

積
極
的
に
作

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
畑
宙
代
の
播
種
と
管
理

①
排
水
の
よ
い
場
所
を
選
び
、
風
囲
い

を
設
け
る
こ
と
。

②
肥
料

（坪
当
た
り
硫
安

一
二
〇
匁
、

過
石

一
五
〇
匁
、
硫
加
五
〇
匁
）
を

全
面
に
ま
き
、
全
層
に
ま
じ
る
よ
う

に
耕
運
機
で
二
～
三
回
耕
し
、
た
い

ら
に
整
地
す
る
。

③
播
種
前
の
灌
水

（
二
～
四
斗
）
を
じ

ゆ
う
ぶ
ん
に
す
る
。

④
播
種
量
は
坪
当
た
り
三
～
四
合

（
生

級
）
と
す
る
。
最
近
厚
播
き
の
傾
向

に
あ
る
の
で
、
軟
弱
徒
長
苗
を
作
ら

な
い
よ
う
に
特
に
気
を
つ
け
る
。

⑤
ビ

ニ
ー
ル
は
透
明
有
滴
の
も
の
。
二

～
三
年
前
使
用
の
ビ

ニ
ー
ル
で
は
食

用
油
を
塗
布
す
る
事
が
必
要
で
あ
る

⑥
除
草
剤
の
使
用
、
Ｐ
Ｃ
Ｐ
水
和
剤
ほ

覆
土
直
後
に
坪
当
た
り

一
・
五
イ
を

三
～
五
合
の
水
に
と
か
し
て
散
布
す

る
。
な
お
散
布
用
呉
は
必
ず
噴
霧
器

で
散
布
す
る
よ
う
に
す
る
。

ス
タ
ム
乳
剤
は
苗
床
に
お
い
て
雑

草
が
二
～
三
薬
の
と
き
。
成
分
で
二

三
％
の
場
合
は
坪
当
た
り
二

・
五
～

三
イ
を
三
～
五
合
の
水
に
と
か
し
散

布
す
る
。
ま
た
成
分
三
五
％
の
場
合

は
坪
当
た
り

一
・
大
～
二

・
〇
‘
を

三
～
五
合
の
水
に
と
か
し
て
散
布
す

⑦
温
度
調
節
は
原
則
と
し
て
発
芽
揃
い

ま

で

は

必
要
な

い
が
、
発
芽
揃
い

前
で
も
床
内
温
度
が
三
五
度
を
超
え

る
場
合
は
ス
ソ
上
げ
を
行
な
う
。
本

葉
二
枚
ま
で
は
床
内
温
度
を
三
〇
度

位
、
三
薬
目
か
ら
は
二
五
度
位
に
な

る
ま
で
に
す
る
。

▽
保
温
折
衷
苗
代
管
理

①
肥
料
は
全
面
に
散
布
し

一
ヵ
所
に
固

ま
ら
な
い
よ
う
に
特
に
注
意
を
要
す

る
。
硫
安
八
〇
匁
、
過
石

一
〇
〇
匁

硫
加
三
〇
匁
を
施
す
。

②
颯
炭
は
ム
ラ
の
な
い
よ
う
に
散
布
す

③
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
、
除
紙
等
の
除
覆
が

一
般
に
お
そ
い
の
で
、
苗
の
長
さ
が

四
～
五
霧

（
一
・
五
～
二
葉
）
位
に

．な

っ
た
ら
必
ず
餘
頂
す
る
。

▽
苗
代
末
期
の
病
害
虫
防
除

①
発
生
す
る
害
虫
は
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
虫

イ
モ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
、
イ
ネ
ヒ
メ

ハ

モ
グ
リ
バ
エ
等
で
あ

っ
て
、
田
机
だ

前
の
散

布
は
田
槙

え
後
本
田
に
お
け

る
防
除
に
比
し
て
容
易
で
効
果
的
な

の
で
必
ず
実
施
す
・る
。

②
使
用
薬
剤
方
法

薬
剤
名

デ
イ
ル
ド
リ

ン
乳
剤

Ｄ
Ｄ
Ｔ
乳
剤

（
二
〇
％
）

ア
ル
ド
リ
ン

乳
剤

ペ
ス
タ
ン
乳

剤

四
〇
〇
倍

三
〇
〇
倍

③
デ
イ
ル
ド
リ
ン
剤
の
使
用
は
魚
毒
の

お
そ
れ
の
な
い
畑
苗
代
に
限
る
。

◎
本
田
の
施
肥

今
年
は
Ｎ
肥
料
を
控
え
め
に
し
、
Ｐ

・
Ｋ
質
肥
料
を
平
年
よ
り
も
多
少
増
施

す
る
よ
う
に
努
め
る
。

▽
畑
　
作

◎
ナ
タ
ネ
の
管
理

①
間
引
き
は
必
ず
行
な
う

密
植
で
は
徒
長
し
た
軟
弱
苗
が
多
く

病
害
虫
に
対
す
る
抵
抗
力
ち
弱
い
の
で

多
収
は
望
め
な
い
か
ら
問
引
き
に
よ

っ

て
丈
夫
な
良
苗
を
作
る
。

②
追
肥
も
必
ず
行
な
う
。

五
月
上
～
中
旬
の
天
侯
の
よ
い
日
に

行
な
う
。
追
電
量
は
硫
安
で
四
～
六
ざ

み

（
一
〇
痛
当
た
り
）
位
と
す
が
。

③
き
ん
か
く
病
跡
隆

ナ
タ
ネ
栽
培
に
と

っ
て
は
大
漱
で
あ

り
ま
■
０
で
、
発
生
κ
第
水
銀、
肝
柵
ョ

～
四
Ｆ
‘

（
一
〇
耳
当
た
り
）
を
二
月

中
下
旬
に
散
布
す
る
。
初
発
に
注
意
す

◎
て
ん
さ
い
作
り
は
適
期
を
逃
さ
ず

①
て
ん
さ
い
は
地
下
に
大
根
が
で
き
る

作
物
で
あ
る
の
で
耕
土
が
深
い
ほ
と
よ

く
、

一
〇
～

一
五
霧
位
に
な
る
よ
う
に

す
る
。

②
酸
性
の
嬌
正
は
必
ず

土
の
酸
度
が
高
い
と
発
芽
も
そ
の
後

の
発
育
に
も
よ
く
な
い
の
で
、
中
和
す

る
に
必
要
な
消
石
灰
、
炭
カ
ル

（
一
〇

イ
当
た
り
二
〇
〇
～
二
五
〇
Ｆ
κ
）
を

必
ず
施
す
。

③
施
肥
量
は

一
〇
′
当
た
り
Ｎ
十

一
事

κ
、
Ｐ
十

一
Ｆ
‘
、
Ｋ
八
計
‘
が
基
準

で
あ
る
が
こ
の
地
で
は

一
般
に
ヤ
セ
土

が
多
い
の
で

一
・
五
～
二
割
増
の
施
肥

量
が
必
要
で
あ
る
。

④
播
種
期
は
四
月
二
十
日
を
基
準
と
し

て
四
月
二
十
七
日
以
降
で
は
減
収
が
目

立
つ
の
で
早
目
に
格
曹
ご
終
わ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

⑤
耕
起
前
の
堆
き
ゅ
う
肥
の
施
用
に
心

が
け
地
力
の
維
持
増
進
を
図
る
。

ク ク含案丁壺5需
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給
付
費
増
加
で
や
む
を
得
ず

戸

平

均

四
、
五

〇

〇

円

帯
主
の
七
割
給

付
、
す
な
わ
ち

世
帯
主
が
病
気

に
な

っ
た
場
合

医
療
費
の
三
割

を

支

払

え

ば

よ
い
制
度
が
実

施
さ
れ
て
、
被

保
険
者
の
医
療

費
の
負
担
の
軽

減
が
は
か
ら
れ

て
い
ま
す
。
さ

ら
に
当
村
で
は

昭
和
三
十
九
年

度
か
ら
、
国
保

■
■
■
■
目
璽
目
圏

加
入
者
が
死
亡

さ
れ
た
場
合
に
支
給
す
る
葬
祭
費
を
、

一
件
千
円
か
ら
二
千
円
に
引
き
上
げ
る

て
お
り
、
こ
れ
は
義
務
と
し
て
必
ず
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
医
療
費
が
増
加
す
る
に
つ
れ

て
当
然
唯

一
の
自
己
財
源
で
あ
る
保
険

税
の
引
き
上
げ
が
要
求
さ
れ
て
く
る
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
て
各
町
村
と
も
医
療
費
の
増
加

に
伴

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
増
税
を
お

こ
な

っ

て
い
る
の
で
す
が
、
保
険
税
の
昭
和
三

十
八
年
度
県
下
平
均

ザ
世
帯
当
た
り
の

税
額
は
五
、
四
九
七
円
で
あ
り
、
市
浦

村
は
当
初
賦
凛
額
が

一
戸
当
た
り
三
、

五
〇
五
円
で
す
の
で
、
県
下
の
六
七
市

町
村
の
六
五
番
目
す
な
わ
ち
ピ
リ
か
ら

三
番
目
と
い
う
順
位
で
し
た
。

そ
の
後
、
年
度
中
途
て
行
な

っ
て
低

所
得
者
に
対
す
る
減
税

（法
律
の
改
正

に
よ
り
各
町
村
と
も
実
施
）
や
被
保
険

者
の
異
動
等
で
。
年
度
末
調
定
額
で
は

一
戸
当
た
り
税
額
は
さ
ら
に
低
下
し
て

お
り
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
度
は
前
年
度
か
ら
の

繰
り
越
し
金
が
あ
り
ま
し
た
の
で
何
と

か
税
の
引
き
上
げ
は
避
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
昭
和
三
十
九
年
度
は
先
に
述
べ
た

よ
う
な
理
由
か
ら
ど
う
し
て
も

一
戸
平

均
四
、
五
〇
〇
円
の
税
額
と
し
な
け
れ

ば
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
ま
か
な

い
が
た
い
実
情
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
負
担

さ
れ
る

『
保
険
税
』
と
、
皆
さ
ん
の
利

に
は
約

一
〇
％
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

一
七
三
％
程
度
に
な
る
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
の
医
療
費

（
費
用
額
）
の
総
額

は
昭
和
三
十
八
年
度
約

一
一
、
九
二
〇

千
円
の
も
の
が
、
昭
和
三
十
九
年
度
は

約

一
三
、

一
〇
三
十
円
に
増
加
す
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
こ
の
医
療
費
の
増
加
に

よ

っ
て
、
給
付
費
と
い
う
保
険
者
負
担

分

（村
で
医
療
機
関

へ
支
払
い
す
る
額

お
よ
び
療
養
費
支
給
額
）
も
昭
狙

二
十

八
年
度
は
約
六
、
二
〇
五
千
円
の
も
の

が
、
昭
和
三
十
九
年
度
は
約
七
、
三
六

四
千
円
に
増
加
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ

手

。
国
民
健
康
保
険
事
業
に
対
し
て
は
、

事
務
費
負
担
金
、
療
養
給
付
費
負
担
金

助
産
費
補
助
金
、
調
整
交
付
金
等
国
庫

か
ら
多
額
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
お

り
、

こ

の

額
は

昭
和
三
士
八
年
度
は

五
、
四
八
三
千
円
に
達
し
て
お
り
ま
す

し
か
し
国
民
健
康
保
険
事
業
を
い
と

な
む
う
え
に
、
ぜ
ひ
と
も
村
の
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
割
り
合
い
は

一
定
し

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
元
来
、
父
母
と
教
師
が
協
　
ま
し
て
営
利
を
目
的
と
す
る
行
為
や
活
　
遠
慮
な
く
述

べ
、
お
互
い
に
納
得
す
る

力
し
て
、
家
庭
、
学
校
と
社
会
に
お
け

動
を
行
な

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
自
　
ま
で
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

る
こ
と
も
の
幸
福
と
健
全
な
成
長
を
図
　
明
の
こ
と
で
あ
る
。
会
員
は
す
べ
て
平
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
特
定
の
主
義
、
主
張
あ
る

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
し
た
が

っ
て
　
等
の
義
務
と
権
利
を
も
ち
、
会
の
運
営
　
い
は
特
定
の
団
体
等
外
部
か
ら
の
働
き

そ
の
活
動
は
、
地
域
の
実
情
に
即
し
全
　
と
活
動
に
対
し
て
責
任
を
わ
か
ち
合
う
　
か
け
に
よ

っ
て
、
そ
の
活
動
が
片
寄
る

会
員
の
参
加
協
力
に
よ

っ
て
す
す
め
ら
　
こ
の
た
め
に
は
す
で
に
Ｐ
Ｔ
ム
の
規
約
　
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
い
も
の

で
す
。
ま
た
学
校
の

管
理
運
営
に
対
し
て

不
当
な
圧
力
や
干
渉

を
加
え
る
よ
う
な
こ

と
が
あ

っ
て
は
な
ら

①
成
人
教
育
活
動
②
子
ど
も
の
活
動
指
　
が
会
員
の
総
意
に
よ

っ
て
定
め
て
あ
る
　
な
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

導
③
生
活
環
境
の
改
善
④
子
ど
も
の
福
　
と
思
う
が
、
こ
の
規
雨
に
も
と
づ
い
て
　
め
会
長
は
適
正
に
定
め
ら
れ
た
会
費
を

祉
増
進
の
た
め
の
社
会
活
動
⑤
会
員
相
　
患
実
、
適
切
に
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
　
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

互
の
広
報
連
絡
活
動
①
学
校

へ
の
協
力
　
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
集
会
な
ど
に
は
　
特
別
の
経
済
上

の
理
百
が
あ
る
も
の
は

よ
く
混
同
じ
や
す
い
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
　
て
き
る
だ
け
出
席
し
て
他
人
の
意
見
を
　
減
免
さ
れ
る
た
て
ま
え
と
な

っ
て
い
る

父
兄
会
で
も
学
校
後
援
会
で
も
な
い
。
　

よ
く
聞
く
と
と
も
に
、
自
分
の
意
見
も

躙

　

ぁ

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

益
と
な
る

「
給
付
費
』

（
こ
れ
は
先
に

も
述
べ
た
と
お
り
、
皆
さ
ん
が
医
療
機

関
に
か
か
る
と
き
窓
口
て
三
割
と
か
五

割
の
額
を
支
払
い
ま
す
が
、
残
り
の
医

療
費
は
国
民
健
康
保
険
に
よ
る
村
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
こ
の
村
の
負
担
と
し

て
医
療
機
関

へ
支
払
わ
れ
る
額
お
よ
び

保
険
の
き
か
な
い
病
院
等

へ
か
か

っ
た

場
合
、
療
養
費
と
し
て
現
金
支
給
さ

れ

る
額
の
こ
と
で
す
）
を

一
戸
当
た
り
の

額
で
比
較
し
ま
す
と
、
保
険
税
四
、
五

〇
〇
円
に
対
し

『
給
付
費
』
は

一
〇
、

一
〇
二
円
と
な
り
、
村
全
体
と
し
て
考

え
れ
ば
皆
さ
ん
は
納
め
る
税
金
の
倍
以

上
の
利
益
を
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
得

ら
れ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と
思

い
ま
す
。

保
険
税
は
税
額
が
大
き
い
の
で
、
納

入
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
も
す
い
ぶ
ん
負
担

が
重
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
を
し
ゅ
う
ぶ

ん
に
お
く
み
取
り
の
う
え
、
納
税
に
つ

い
て
こ
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

が
指
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の

て
ま
だ
未
定
で
あ
り
ま
す
が
、
市
浦
村

は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
か
ら
本
年
度
指
定

さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
て
お
き
ま
す
。

脇

九
小
学
校
で
は
、
か
ね
て
か
ら
、

児
童
の
あ
そ
び
道
具
が
少
な
く
困

っ
て

こ
と
し
行
な
う

土
木
工
事
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
新

年
度
予
算
て
も
ふ

れ
ま
し
た
が
、
そ

の
主
な
も
の
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。△

太
田
道
路
改

良
工
事
＝
鏡
開
拓

か
ら
太
田
部
落
ま

で
の

一
、
三
〇
〇

所
を
急
な
け
い
斜

の
変
更
を
重
点
と

し
、

二
疑
廼
旧
す

る
。
予
算
千
五
百

万
円
。

△
県
道
コ
ン
ク

リ
ー
ト
側
溝
の
新

設
工
事
＝
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
こ
と
し

は
十
三
地
区
を
重
点
と
し
て
コ
ン
ク
リ

ー
ト
側
溝
約
二
〇
〇
済
を
新
設
す
る
。

予
基
四

Ｔ
五
万
円
。
　

・

△
脇

ル
漁
港
災
害
復
旧
工
事
＝
昭
和

三
十
六
年
の
災
書
に
よ
る
北
側
の
防
波

堤
の
先
端
部
を
注
入
コ
ン
ク
リ
ー
ド
エ

法
て
補
修
す
る
．
二
月
早
々
入
れ
の
予

定
で
、
予
算
百
七
十

一
万
四
千
円
。

△
水
産
関
係
＝
沿
岸
漁
美
構
造
改
善

事
業
と
し
て
、

ま
だ
は

っ
き
り
し
て
い

な
い
が
、
こ
と
し
も
ア
ヮ
ビ
の
稚
員
七

千
個
を
放
流
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
ホ
ッ
キ
員
に
つ
い
て
は
、
昭

和
三
十
七
年
に
放
流
し
た
稚
員
が
順
調

に
生
育
し
て
お
り
、
こ
と
し
も
魚
田
の

豊
富
な
脇
万
、
十
三
沖
合
い
に
螢
摯
ツ

る
計
画
で
す
。

△
学
校
関
係
＝
相
内
中
学
校
の
屋
体

（
一
五
〇
坪
、
五
七
〇
万
円
）
と
相
内

小
学
校
宿
直
室

（
三
八
万
八
、
〇
〇
〇

円
）
太
田

小
学
校

給
資

室

（
六

〇
万

円
）
は
、
五
日
の
中
こ
ろ
入
札
の
予
定

で
す
。

オ
ム
レ
ツ
の
つ
く
り
方
　
れ
ま
ツ．

_ たみ罠 1国民年金
|

こと   る
=郭

つ
く

っ
た
も
の
。

春
風
に
の

っ
て
楽
し
そ
う
に
あ
そ
ぶ

子
供
た
ち
の
姿
に
先
生
方
も
目
を
は
そ

【
写
真
＝
喜
ぶ
子
供
た
ち
】

＝杯
除
富
材
を
納

め
ま
し
ょ
う

こ
ろ
ば

ぬ
先

の
杖

賀子言

蜜婁各

う2舜

七写寒
警拿災
勇余亀
璽自タ
tゑ 二

き 回

彙二
る で

年
生
へ
安
全
帽
と

す
ず
を
お
く
る

市
浦
村
て
こ
と
し
小
学
校
に
入
学
し

た
児
童
は
、
全
部
で

一
一
二
人

（
男
五

八
人
、
女
五
五
人
）
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
児
童
た
ち
の
学
校
の
行
き
帰
り
を

交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
村
で
は
、

黄
色
の
安
全
幅
と
す
す
を
お
く

っ
た
。

毎
年
、
ど

こ
で
も
入
学
児
童
の
交
通

事
故
が
絶
え
な
い
の
で
、
こ
っ
し
た
、

い
た
ま
し
い
事
故
か
ら
児
童
を
守
ろ
ぅ

と
、
警
察
の
人
や
村
長
が
話
し
合
い
、

■
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な

っ
た
も
の
。

目
に
し
み
る
よ
う
な
黄
色
の
幅
子
に

ク
よ
い
子
は
右
が
わ
を
と
お
り
ま
す
。

た
の
し
い
学
校
の
行
き
か
え
ら
″
と
書

い
た
リ
ポ
ン
と
す
ず
を
つ
け
、
今
日
も

元
気
で
登
校
し
て
お
り
、
父
兄
か
ら
も

非
常
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
写
真
＝
安
全
幅
を
お
く
ら
れ
て
登
校

の

一
年
生
】

こ
承
知
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
、
若

い
働
け
る
う
ち
に
保
険
料
を
納
め
老
後

の
し
あ
わ
せ
を
つ
か
も
う
と
い
う
も
の

で
す
が
、
そ
の
ほ
か
保
険
料
を
か
け
て

い
る
う
ち
に

一
家
の
中
心
で
あ
る
夫
に

先
き
立
た
れ
、
母
子
家
庭
に
な

っ
た
と

き
に
は
母
子
年
金
、
思
わ
ぬ
事
故
等
で

障
害
者
に
な

っ
た
と
き
は
障
害
年
金
、

両
親
に
死
な
れ
子
供
ば
か
り
が
残

っ
た

と
き
は
遣
児
年
金
な
ど
、

国
民
年
金
に

は
六
つ
の
種
類
が
あ
り
、
現
在
市
浦
村

で
も
五
人
の
方
々
が
母
子
年
金
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
給
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、
最
低

一
年
以
上
の
保
険
料

を
納
め
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

部 落 別 、世 帯 お よ び人 口調 べ C霧
39.3.各

)

春
は
卵
の
出
ま
わ

り
時
、
卵
は
栄
養
食

品
の
横
綱
格
て
、
ビ

タ
ミ
ン
▲
、
Ｂ
、
ミ

ネ
ラ
ル
、
た
ん
ぼ
く

質
な
ど
た
く
さ
ん
合

ん
て
い
る
う
え
に
子

供
た
ち
の
好
物
て
も

・

あ
り
、
料
理
の
心
づ

ラ
フ
イ
パ
ン
は
か
わ
い
た
布
て
よ
く

ふ
き
、
底
を
な
め
ら
か
に
し
て
か
ら
、

火
に
か
け
、
パ
タ
ー
大
サ
ジ

一
杯
を
敷

く
よ
う
な
気
持
ち
で
熱
し
ま
す
。
卵
を

入
れ
る
と
き
は
、
Ｚ

フ
イ
パ
ン
を
火
か

ら
ず
ら
し
て
流
し
込
み
、
た
い
ら
に
な

ら
し
ま
す
。

さ
て
、
火
に
か
け
た
ら
フ
ォ
ー
ク
ま

た
は
、
万
能

ヘ
ラ
な
ど
で
す
ば
や
く
か

き
ま
ぜ
ま
す
。

こ
げ
目
が
つ
か
な
い
よ
う
に
し
て
全

体
が
半
熟
ぐ
ら
い
ま
で
な

っ
た
ら
、
少

し
底
を
固
ま
ら
せ
て
火
か
ら
お
ろ
し
、

折
り
た
た
ん
で
形
を
と
と
の
え
ま
す
。

前
も

っ
て
あ
た
た
め
て
お
い
た
皿
に
裏

え
が
し
に
の
せ
、
か
わ
い
た
ふ
き
ん
て

さ
ら
に
形
を
な
お
し
て
大
サ
ジ
半
杯
分

の
パ
タ
ー
を
表
面
に
ぬ

っ
て
つ
や
を
出

し
ま
す
。

か
い

一
つ
て
と
な
た
で
も
い
ろ
い
ろ
の

こ
ち
そ
う
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す

そ

こ
で
、
簡
単
に
で
き
る
オ
ム
レ
ツ

（
一
人
前
）
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま

・
し

▽
卵
二
個
、
ハ
ム
ニ
枚

（
み
じ
ん
切

り
）
パ
タ
ー
大
サ
ジ
ニ
杯
、
塩
、
こ
し

ょ
う
、
パ
セ
リ
少
々
、
お
ろ
し
た
玉
ネ

ギ
と
塩
、
こ
し
ょ
う
を
加
え
、
静
か
に

ま
ぜ
な
が
ら
み
し
ん
切
り
の
ハ
ム
を
入

が
あ

っ
て
保
険
料
の
納
付
が
い
ち
じ
る

し
く
困
難
な
人
に
は
、
免
除
の
制
度
が

あ
り
ま
す
か
ら
利
用
し
て
下
さ
い
。
手

続
き
は
か
ん
た
ん
で
す
。
国
民
年
金
手

帳
と
印
鑑
を
徴
収
員
の
方
や
役
場
の
係

り
ま
で
提
出
し
て
下
さ
れ
ば
よ
い
わ
け

で
す
。こ

と

し

の

農

業

労

賃

産
業
委
員
会
て
は
、
こ
と
し
の
農
業

用
労
務
者
の
標
準
賃
金
を
次
の
と
お
り

決
め
ま
し
た
。

△
馬
（
人
付
き
）
一
日
＝
二
、
五
〇
〇
円

△
馬
　
　
　
　
一
日
＝

一
、
八
〇
〇
円

△
田
植
え

（男
女
と
も
賄
付
き
）

一
日
＝
　
　
五
〇
〇
円

△
田
植
え

（男
女
と
も
食
事
持
参
）

一
日
＝
　
　
一（
五
〇
円

△
除
草
、
稲
刈
り
、
そ
の
他

（男
女
と

も
）
　

　

　

一
日
＝
　
　
五
〇
〇
円

△
耕
う
ん
機

（田

一
反
歩
）

一
番
耕
起

（深
さ
三
寸
）

一
日
＝

一
、
〇
〇
〇
円

二
番
耕
起
　

　

　

　

　

八
〇
〇
円

馬
耕
起
の
後
　
　
　
　
　
九
〇
〇
円

し
ろ
か
き
　
　
　
　
　
　
八
〇
〇
円

荒
く
り
、
し
ろ
か
き

一
、
四
〇
〇
円

（畑

一
反
歩
）

一
番
耕
起
　
．

一
、

一
〇
〇
円

生
ワ
ク
チ
ン
を

ヨ

一―
受
け
ま
し
ょ
う

経
口
生
ポ
リ

ワ
ク
チ
ン
の
上

半
期
の
投
与
は

六
月
の
な
か
こ

ろ
行
な
う
予
定

で
す
。
最
近
、

こ
の
生
ワ
ク
の

投
与
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
問
題

に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
わ
が
村
で
三

月
に
行
な

っ
た
と
き
は
八
〇
％
の
成
績

て
し
た
。
ま
た
投
与
を
受
け
た
子
供
さ

ん
の
な
か
で
体
の
ぐ
あ
い
が
悪
く
な

っ

た
と
い
う

こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん

国
立
予
防
衛
生
研
究
所
て
も

こ
の
生

人  口  動  態    (昭 和38年度)

自 然 動 態

1201″

四
月
　
十
六
日
よ
り

四
月
二
十
二
日
ま
で

▽
実
施
要
領

①
宅
地
の
内
外
を
清
掃
す
る
こ
と
。

②
室
内
に
十
分
に
換
気
を
送
り
込
む
。

③
畳
、
そ
の
他
敷
き
物
を
目
光
消
毒
さ

せ
る
こ
と
。

④
床
下
ま
た
は
じ
め
り
け
の
著
し
い
所

に
乾
燥
し
た
砂
類
を
散
布
す
る
こ
と

―

謄

抄

本

と

は

ト

戸
籍
住
民
登
録
騰
、
抄
本
の
区
別

の
お
知
ら
せ

☆
と
う
本
と
は
家
族
全
部
を
書
い
た
も

の
。

☆
し
ょ
う
本
と
は
本
人

（
必
要

こ
す
る

者
）
だ
け
を
書
い
た
も
の
。


